
８月号

７月18日、柳井地区広域消防組合と光地区消防組合、
山口県消防防災航空隊が連携して、津波を想定した水難救
助合同訓練を田名埠頭で実施しました。
各消防による初めての合同訓練では、救急車やはしご車
が出動し、救助隊員が海に転落した人などの救助を行いま
した。また、防災ヘリコプターを使っての訓練も行われ、
それぞれの機関が息の合った連携を見せていました。

田名埠頭で救助訓練

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■国民健康保険・老人医療からのお知らせ（Ｐ２）

■年金時効特例法について（Ｐ３）

■児童扶養手当と特別児童扶養手当について（Ｐ４）

■町長室の窓（Ｐ５）

■まちの話題（Ｐ７～９）

■情報伝言板（Ｐ14～15）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7120<企画課>
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国民健康保険・老人医療からのお知らせ

減額認定証の更新手続きをしてください

● 認定証による減額（70歳以上の人）

■問合せ先　町役場町民課保険年金班　Tel（56）7113

・健康保険証

・高齢受給者証または老人医療受給者証

・印鑑

※認定期間内に90日を超える入院があった場合は、入

院期間の確認ができる領収書・入院証明証など

● 申請に必要なもの

入院時、医療機関に認定証を提示することにより、医療費の自己負担限度額と食事代が下表

のとおりとなります。

※70歳未満の人で『限度額適用認定証』『限度額適用・標準負担額減額認定証』をお持ちの

人も、有効期限が７月末日となっていますので、必要な人は更新手続きを行ってください。

※毎年８月に、所得区分の再判定を行います。老人医療受給者で、判定により一部負担金割

合の変更があった人には、７月中に新しい老人医療受給者証を送付しております（古い老

人医療受給者証は必ず町役場に返却してください）。なお、変更のない人は、これまで使

用されていた老人医療受給者証を引き続きお使いください。

高齢受給者には、再判定を行った新しい高齢受給者証を全員に送付しております。

住民税非課税世帯の高齢受給者・老人医療受給者がお持ちの『限度額適用・標準負担額減額認定証』

の有効期限は７月末日となっています。８月以降も認定証が必要な人は、お早めに更新手続きを行って

ください（認定証の有効期間は、申請した月の初日からになります）。

現在、認定証をお持ちでなくても、住民税非課税世帯の高齢受給者・老人医療受給者であれば、申請

により認定証が交付されますので、入院する前に申請をしてください。
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今までは

これからは

年金記録が訂正された結果、年金が増額した場合は、時効消滅により直近の５年間分の年金に限って

お支払いしていました。

年金時効特例法の成立により、全期間さかのぼってお支払いします。

■問合せ先　徳山社会保険事務所　Tel０８３４（３１）２１５２

ねんきんダイヤル　　Tel０５７０（０５）１１６５

社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/

年金時効特例法について

◇既に年金記録が訂正されている人

年金記録の訂正による年金の増額分は、時効により消滅した分
を含めて、ご本人またはご遺族へ全額をお支払いします。

● 対象となる人は

◇今後、年金記録が訂正される人

● 必要な手続きは

① 年金記録の訂正により年金額が増えた人

⇒〔年金（老齢・障害・遺族）の時効消滅分が全期間さかのぼって支払われます〕

② 年金記録の訂正により年金の受給資格が確認され、新たに年金をお支払いすることとなった人

⇒〔年金（老齢・障害・遺族）の時効消滅分が全期間さかのぼって支払われます〕

③ ①や②に該当する人が、亡くなられている場合には、そのご遺族

⇒〔未支給年金の時効消滅分が支払われます〕

※ご遺族の範囲は、お亡くなりになった当時、生計を同じくされていた人に限り、配偶者、子、

父母、孫、祖父母、兄弟姉妹の順となります。

◇今後、年金記録が訂正される人

④ 今後、年金記録が訂正された結果、上記①～③と同じように年金額が増える人

⇒〔増額された年金や未支給年金が全期間分支払われます〕

記録の訂正の手続き以外に特別な手続きは必要ありません。

年金記録の訂正に合わせて自動的に手続きを行い、５年を経過した分の年金額もお支払いします。

◇既に、年金を受給開始後に年金記録が訂正されている受給者

・できる限り簡単に手続きをしていただけるよう、あらかじめ必要な記載事項を印字した用紙を

順次発送いたします。（平成19年９月～）

・今すぐに手続きをしていただくこともできます。その場合には、お近くの社会保険事務所に、

必要な書類を提出（または郵送）していただきますようお願いいたします。

※郵送で手続きをされる際に必要となる用紙は、下記の問合せ先からお取り寄せいただくか、社会

保険庁ホームページから印刷していただきますようお願いいたします。

※お手続きからお支払いまでの期間は、２～３カ月程度です。

お支払いの前に、審査結果・振込などのお知らせをいたします。



平成19年８月号　広報ひらお ４

■
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
人
へ

児
童
扶
養
手
当
は
、
８
月
31

日
ま
で
に
現
況
届
を
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
は
９
月
10
日
ま
で

に
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
（
詳
細
は
、
個
人

あ
て
に
通
知
し
ま
す
）
。
こ
の

届
出
を
さ
れ
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
手
当
の
支
払
い

が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
受
付
場
所

町
役
場
健
康
福

祉
課
社
会
福
祉
班
（
佐
賀
出

張
所
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
）

◎
持
参
品
　
印
章
、手
当
証
書
、

住
民
票
謄
本
（
世
帯
全
員
の

も
の
、
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
の
み
）

●
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
者

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
が
い

な
い
家
庭
や
父
が
重
度
の
障
害
の
あ

る
家
庭
に
お
い
て
、
18
歳
未
満
の
児

童
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
場
合
は
20

歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た

は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
政
令
で
定
め
る
一
定
の
基
準
の
所

得
を
超
え
る
場
合

②
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
、
ま
た

は
父
親
の
公
的
年
金
の
加
算
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
場
合

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
者

身
体
、
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
父
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
政
令
で
定
め
る
一
定
の
基
準
の
所

得
を
超
え
る
場
合

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

③
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合 母
子
家
庭
の
人
や
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人
で
、

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
町
役
場
健
康
福
祉
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
、

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族
で
ま
だ
請
求
さ
れ
て
な
い
人
は
、
町
役
場
健
康
福
祉
課
へ
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

給
付
内
容
　
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

認定農業者制度

とは、農業経営基

盤強化促進法に基

づき、農業でがん

ばっていこうとす

るあなたが立てた

計画を町が認定

し、その計画の実

認定農業者に
なりませんか

■問合せ先

町役場経済課または平生町農業委員会

Tel（５６）７１１７

現に向けたあなたの取り組みを、関係機関が支

援していこうとする制度です。

したがって、この認定は農業経営の改善を進

めようとする意欲のある人であれば、受けるこ

とができます。性別、専業・兼業の別、経営規

模の大小を問わず、認定対象となりますので、

ぜひ、お問い合わせください。



夏
本
番
で
す
。
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
猛
暑
が
続
き
ま

す
が
、熱
中
症
に
充
分
注
意
し
て
、

元
気
に
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
ホ
ッ
ト
な
参
議
院
選
挙

が
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の

こ
の
選
挙
、
私
も
経
験
し
ま
し
た

が
候
補
者
に
と
っ
て
も
“
難
行
苦

行
”
の
連
続
で
す
。
梅
雨
末
期
の

大
雨
や
真
夏
の
炎
天
下
の
も
と
、

県
下
全
域
を
走
り
回
る
、
も
の
す

ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
す
る
戦

い
で
も
あ
り
ま
す
。
関
係
者
の
み

な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。そ

れ
に
し
て
も
、
今
回
は
年
金

問
題
が
最
大
の
争
点
と
な
り
ま
し

た
が
、
私
が
痛
感
す
る
の
は
、
最

近
の
マ
ス
コ
ミ
や
メ
デ
ィ
ア
が
持

つ
世
論
形
成
へ
の
大
き
な
影
響
力

に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
年
金
消
失
問
題
は
、
実
は

昨
年
か
ら
Ｎ
代
議
士
に
よ
っ
て
国

会
で
も
再
三
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
１
月
の
衆

議
院
本
会
議
の
代
表
質
問
で
も
、

首
相
に
再
々
質
問
ま
で
行
っ
て

「
こ
の
ま
ま
で
は
大
変
な
こ
と
に

な
る
」
と
訴
え
続
け
て
い
た
も
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
ま
で

は
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の
問
題
を
全
く

報
道
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
“
宙
に
浮
い
た
年
金
”

が
５
千
万
件
以
上
と
判
明
し
、
メ

デ
ィ
ア
は
一
気
に
加
熱
、
こ
の
問

題
が
選
挙
の
大
き
な
争
点
に
浮
上

し
た
の
で
す
。
改
め
て
、
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
姿
勢
が
政
策
や
政
局
を

左
右
し
て
い
る
現
実
を
目
の
当
た

り
に
し
た
思
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
参
議
院
が

創
設
さ
れ
て
60
年
、
も
う
一
度
原

点
に
立
ち
返
っ
て
そ
の
存
在
意
義

を
問
い
直
す
と
き
で
す
。

あ
の
郵
政
民
営
化
問
題
で
は
、

法
案
が
参
議
院
で
否
決
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
小
泉
前
首
相
は

い
き
な
り
衆
議
院
を
解
散
し
、
参

議
院
の
意
思
を
葬
り
去
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
、
先
の
延
長
国

会
の
会
期
末
に
お
け
る
重
要
法
案

の
処
理
で
は
、
委
員
会
審
議
を
飛

ば
し
て
本
会
議
採
決
を
強
行
す
る

な
ど
、
衆
、
参
の
議
長
か
ら
も
苦

言
が
呈
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
よ
う
に
参
議
院
が
政
党
や
政
局

に
翻
弄
さ
れ
続
け
、
国
会
審
議
が

形
骸
化
し
、
衆
議
院
の
結
果
を
追

認
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
限

り
、
参
議
院
無
用
論
は
な
く
な
り

ま
せ
ん
。
東
国
原
知
事
な
ら
ず
と

も
『
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
ば

い
』
で
す
。

二
院
制
下
で
の
参
議
院
議
員
の

任
期
は
６
年
、
解
散
も
あ
り
ま
せ

ん
。
本
来
、
じ
っ
く
り
腰
を
据
え

て
国
家
の
根
幹
に
関
わ
る
テ
ー
マ

を
調
査
し
、
立
案
し
な
が
ら
、
時

に
衆
議
院
の
暴
走
を
チ
ェ
ッ
ク
し

足
ら
ざ
る
を
補
う
、
「
抑
制
と
補

完
」の
役
割
と
使
命
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
参
議
院
が
、『
良
識
の
府
』

と
し
て
再
生
し
て
欲
し
い
と
の
願

い
は
切
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

参
議
院
の
再
生
を
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９月17日は「敬老の日」です。

この日は、多年にわたり社会に

尽くしてきた老人の方々を敬愛

し、長寿を祝う日と定められてい

ます。すべての人が老人福祉につ

いての関心を深め、老人自身も常

に心身の健康に注意し、今まで培

ってきた知識と経験を一層社会に

役立てるなど、生活への意欲向上

を図ろうという気持ちが込められ

ています。

高齢者のみなさまには、敬老の

日を迎えられるにあたり、心より

お祝いを申しあげますと共に、長

年にわたり社会に尽くされたご苦

労に対し、深甚なる敬意と感謝の

意を表します。

今後も、益々健康に留意され、

お元気でご活躍をされますようお

祈り申しあげます。

長寿をお祝い
しましょう

■問合せ先
町役場健康福祉課 Tel（56）7115
社会福祉協議会 Tel（56）8000

【
敬
老
会
の
ご
案
内
】

75
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
敬
老
会
行
事
を
次
の
と
お
り
各
地
区
で
行

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
時

９
月
17
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
　
大
野
地
区
（
大
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

午
前
10
時
　
　
　
平
生
地
区
（
平
生
町
武
道
館
）

午
前
10
時
30
分
　
曽
根
地
区
（
平
生
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

午
前
11
時
　
　
　
佐
賀
地
区
（
佐
賀
小
学
校
体
育
館
）

◇
内
　
　
容
　
　
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
行
事



ご存知ですか
熱中症予防対策
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農業用ネットなどが突風で吹き飛ばされ、送電線に

接触するなどによる停電事故が発生しております。

農業用ネットやビニールシートなど、風で飛びやす

いものは固定物にしっかりと結びつけましょう。

連絡先　中国電力（株） 周南電力所
岩国電力センター送電課 Tel0827（41）1554

突風による農業用ネットなど
の飛散にご注意を！！

身近な地場産物がおいしさをつくる
平生小学校

●学校給食における地場産物使用状況
平生町では、平生小学校の栄養士がたてた基本献立を基に、それぞれの学校の行事や実情に合わせた学

校給食が実施されています。

週３回のごはん給食では平生町産の特別栽培米ヒノヒカリを使用し、野菜やみかん、煮干しなどの海産

物、みそやしょうゆの加工品などについても平生町の地場産物を使用しています。平生町産の原材料が揃

わないときは山口県産、というように品質・量・価格について納入業者・生産者と連絡を取り合いながら

地場産物の使用をすすめています。

今年度１学期の平生小での県産材料使用割合は、38％（このうちの74％が平生町産）でした。これは県

平均の31％（平成18年度）を上回っています。

●平生町の畑の栄養と生産者の愛情がたっぷり
つくっている人を知っていたり、畑などに実っている様子を直接

見たりすることができるのが地場産物です。生産者がつくっている

ものに対して、自分の子どもを育てたり、親しい人とかかわったり

するのと同じように、愛情を込めていることが伝わります。また、

地場産物は品質に対して安心感がわくと同時に、収穫されたばかり

の新鮮なものを食べることができるので、おいしく感じます。自分

が野菜つくりなどに直接かかわっていればなおさらです。

こんな平生町の畑の栄養と生産者の愛情をたっぷりもらった地場

産物を使い、５つ星の味の学校給食をめざしています。 △学校給食に使われている平生産野菜

① 日陰に入ろう
② 帽子をかぶろう
③ 水分をこまめにとろう

汗をかいたら塩分補給も忘れずに！

夏を元気に楽しむ三原則

農地パトロールを実施します
平生町農業委員会では、遊休農地の解消に向け

た取り組みの一環として、８月下旬から９月上旬

にかけて遊休農地の状況把握をするために農業委

員による町内一斉農地パトロールを実施します。

遊休農地は周辺の生活環境に悪影響を与えるだ

けではなく、農作物害虫の発生源になるため、農

地の所有者および管理者は、草刈りなどを実施し

隣接地などに迷惑がかからないよう十分な管理、

防除に努めてください。

■問合せ先　平生町農業委員会 Tel（56）7117
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子
ど
も
１
１
０
番
の
家

全日本女子バスケットボールチームの元ヘッ

ドコーチ、榎本日出夫さんによるバスケットボ

ールクリニックが、６月30日、７月１日の２

日間、町体育館で行われ、本町と柳井市の小・

中学生約150人が参加しました。

クリニックでは、ドリブルやパスなどの技術

面だけでなく、大きな声で返事をすることや練

習時間を有効に使うことなどの大切さも熱心に

指導していました。子どもたちは、真剣な表情

で指導を受け、練習に励んでいました。

バスケットボールクリニック

民生委員児童委員を委嘱
厚生労働大臣から民生委員児童委員への委嘱

状が、６月29日、平生町民生委員児童委員協

議会の松田弘会長から岩政洋子さん（平生町）

と高木弘子さん（大野北）に伝達されました。

これは、任期途中に辞職された方の後任とし

て委嘱されたもので、身近な福祉の相談相手と

して、これからのご活躍が期待されます。

なお、担当地区は、次のとおりです。

◎岩政さん：土手町東・三新住宅・平生促進・　

十三割団地・東十八割

◎高木さん：弁上・大野南団地・大野東団地・

和泉・長谷前・長谷後

６
月
30
日
、平
生
中
学
校
の
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
が
、

町
内
各
地
や
校
舎
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
体
験
学
習

地
域
の
人
々
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
も
う

と
す
る
も
の
で
、
生
徒

は
、
も
ち
つ
き
や
木
工

作
業
な
ど
計
18
講
座
を

体
験
し
ま
し
た
。

水
産
加
工
講
座
で

は
、
魚
ハ
ン
バ
ー
グ
作

り
に
挑
戦
。
魚
を
さ
ば

く
作
業
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
特
別
展
示
第
２
弾
と
し
て
、
曽
根

公
民
館
の
登
録
団
体
「
曽
根
墨
遊
会
」
に
よ
る
水

水
墨
画
展
を
開
催

墨
画
展
が
、
７
月

１
日
か
ら
町
歴
史

民
俗
資
料
館
で
開

催
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
来
館
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

同
館
で
は
、
引

き
続
き
８
月
19
日

ま
で
展
示
会
を
行

っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
鑑
賞
く
だ

さ
い
。

７
月
20
日
、
緊
急
避
難
場
所
「
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
」
に
、
目
印
と
な
る
の
ぼ
り
旗
を
小
学
生
自
ら

が
持
っ
て
行
き
、
設

置
の
お
願
い
を
し
ま

し
た
。

子
ど
も
１
１
０
番

の
家
は
、
不
審
者
な

ど
か
ら
逃
れ
よ
う
と

助
け
を
求
め
て
き
た

子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
確
保
す
る
場
所

で
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
地
域
の
防
犯

活
動
に
大
き
な
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

海
岸
を
き
れ
い
に

７
月
16
日
、
尾
国
地
区
で
は
海
岸
清
掃
が
行
わ

れ
、
地
域
の
住
民
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
海
岸
清
掃

は
、
尾
国
地
区
協

議
会
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
参

加
者
は
「
み
ん
な

の
海
岸
　
み
ん
な

で
清
掃
」
を
合
言

葉
に
、
地
域
の
美

し
い
砂
浜
を
守
ろ

う
と
清
掃
活
動
に

汗
を
流
し
ま
し

た
。

水
産
加
工
講
座
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各分野での功績により表彰

△右から田代さん、若山さん

６
月
29
日
、
平
成
19
年
度
熊
毛
地
区
防
犯
対
策
協
議
会

総
会
が
平
生
警
察
署
で
開
か
れ
、
防
犯
功
労
の
感
謝
状
の

授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
防
犯
活
動
に
貢
献

△左から山田町長、立野さん

第
56
回
山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
総
会
が
、
６
月

28
日
に
山
口
市
で
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
立
野
恭
子
さ
ん

（
大
野
北
）
が
、
平
成
19
年
度
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
報
告
の
た
め
、
７
月
６
日
、

し
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
人
お
よ

び
団
体
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
若
山
榮
治（
大
野
南
）

◎
田
代
　
勉（
大
野
南
）

◎
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
山
田
一
男
代
表
）

◎
ウ
イ
ン
グ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
田
代
　
勉
代
表
）

町
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。立

野
さ
ん
は
、
平
成

９
年
４
月
か
ら
、
10
年

も
の
長
き
に
わ
た
り
本

町
の
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
の
受
賞

は
、
長
年
、
人
権
擁
護

に
尽
力
し
て
い
る
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

△左から山田町長、福井さん

７
月
18
日
に
防
府
市
で
開
か
れ
た
平
成
19
年
度
山
口
県

自
治
会
連
合
会
総
会
で
、
福
井
將
夫
さ
ん
（
大
野
北
）
が

山
口
県
自
治
組
織
功
労
者
表
彰
（
会
長
表
彰
）
を
受
け
ま

し
た
。
翌
19
日
、
町
役
場
を
訪
れ
、
受
賞
の
報
告
を
し
ま

し
た
。

福
井
さ
ん
は
、
平
成

５
年
か
ら
、
13
年
の
長

き
に
わ
た
り
今
井
自
治

会
の
会
長
を
務
め
、
地

域
活
動
の
推
進
や
住
環

境
整
備
に
尽
力
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
地
域
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

△左から熊谷さん、山田町長、室田さん

７
月
19
日
、
下
松
市
で
行
わ
れ
た
平
成
19
年
度
山
口
県

更
生
保
護
女
性
会
員
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
で
、
山
口
県
更

生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
同
23

日
、
報
告
の
た
め
、
受
賞
者
が
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
青
少
年
の
更
生

保
護
活
動
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
人
お
よ

び
団
体
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
室
田
文
子
（
曽
根
）

◎
熊
谷
テ
イ
子
　
　
　
　

◎
つ
ね
は
る
有
限
会
社

◎
佐
賀
印
刷

７
月
11
日
、

平
成
19
年
度
全

国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
に

出
場
す
る
宮
司

諒
馬
さ
ん
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
／

柳
井
工
業
３

年
）
と
田
中
大

喜
さ
ん
（
レ
ス

リ
ン
グ
／
田
布

施
農
業
２
年
）

お
よ
び
第
54
回

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
熊

毛
南
高
校
放
送
部
の
生
徒
の
中
か
ら
吉
兼
美
幸
さ
ん
と

石
原
絢
香
さ
ん
が
、
町
役
場
へ
出
場
報
告
に
訪
れ
、
山

田
町
長
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
23
日
に
は
、
第
８
回
全
国
小
学
校
Ａ
Ｂ

Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
出
場
す
る
長
友
壮
志
く
ん

（
平
生
小
２
年
）
と
曽
田
朋
花
さ
ん
（
平
生
小
４
年
）

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
誓
う

が
、
出
場
報
告

に
町
役
場
を
訪

れ
、
同
じ
く
町

長
か
ら
激
励
を

受
け
ま
し
た
。

生
徒
た
ち

は
、
全
国
大
会

に
向
け
て
の
意

気
込
み
を
述

べ
、
さ
ら
な
る

活
躍
を
誓
っ
て

い
ま
し
た
。

△前列左から宮司さん、田中さん、吉兼さん、
石原さん
後列左から山田町長、田村体育協会長

△前列左から長友くん、曽田さん
後列左から山田町長、田村体育協会長、
合頭教育長

（
平
生
町
）
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
の
一
環

と
し
て
、
７
月
初
旬
に
、
町
内
の
小
中
学
校
や
高
校
で
朝
の

あ
い
さ
つ
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

更
生
保
護
女
性
会
を
は
じ

め
、
保
護
司
、
平
生
町
青
少

年
育
成
町
民
会
議
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
青
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
、
警
察
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
の
み
な
さ
ん
が
、

登
校
時
間
に
合
わ
せ
て
校
門

に
立
ち
、
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
啓
発
グ
ッ
ズ
の
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
な
が
ら
、

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

７月18日、平生町赤十字奉仕団が、平生町社

会福祉協議会「あいあむ」で災害時における基礎

研修会を開きました。参加した約20人の団員は、

山口県赤十字防災奉仕団員の指導のもと、非常時

に迅速な対応ができるよう、炊き出し訓練や救急

法などを学び、災害発生時に備えていました。

災害時に備えて

７月４日、佐賀明治青年大学が佐賀小学校で開

かれ、同校１・２年生とのふれあい交流会が行わ

れました。合唱など児童の学習発表に続き、竹と

んぼやあやとりなどをして、交流を深めました。

また７月19日、中央公民館では平生明治青年

大学が開かれ、介護保険制度について学びました。

明治青年大学青
少
年
を
守
ろ
う

青
少
年
の
健
全
育
成
を
阻
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
行
為
や
環

境
か
ら
、
青
少
年
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
子
ど
も
環

境
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」

が
県
下
一
斉
に
行
わ
れ
、
本

町
で
は
、
７
月
13
日
に
青
少

年
育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
調

査
員
が
町
内
の
対
象
施
設
を

ま
わ
り
、
有
害
図
書
の
区
分

陳
列
な
ど
の
点
検
や
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、防
犯
の
視
点
か
ら
、

公
園
な
ど
の
安
全
点
検
も
同

時
に
行
わ
れ
、
環
境
悪
化
の

防
止
に
努
め
ま
し
た
。

親
子
で
お
や
つ
作
り

７
月
24
日
、「
共
育
」
の
場
と
し
て
、
子
ど
も
わ
く
わ
く

体
験
交
流
会
（
な
つ
か
し
い
お
や
つ
を
作
ろ
う
）
が
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者

約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
会
員
の
指
導
の

も
と
、
親
子
で
力
を
合
わ
せ

て
か
し
わ
も
ち
と
水
よ
う
か

ん
を
作
り
、
み
ん
な
で
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
夏
休
み
の
良
い
思
い
出

と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

７月12日、ほかほか健康体操教室が武道館で

開かれ、山口県高齢者健康体操指導者連絡協議会

顧問、岩男多壽さんを講師に迎えて「生命
いのち

の貯蓄

体操」の指導を受けました。

受講者は、病気の予防や体力増強などを目指し、

丹田呼吸法などの基本動作を学んでいました。

ほかほか健康体操教室

佐
賀
小
学
校
で
の
ひ
と
こ
ま

平
生
小
学
校
（
７
月
９
日
）
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女
性
の
病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

６
月
12
日
、
平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
母
子
保
健
推
進
協
議
会
と

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
会
員
を
対

象
と
し
た
合
同
研
修
会
で
、
周
東
総
合

病
院

守
田
知
明
院
長
に
よ
る
「
女
性

の
病
気
乳
が
ん
」
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
中
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
次
の
５
つ

で
す
。（
重
複
回
答
あ
り
）

○
早
期
発
見
の
大
切
さ

○
検
診
の
大
切
さ

○
自
己
検
診
の
大
切
さ

○
治
療
の
流
れ
が
よ
く
わ
か
っ
た

○
乳
が
ん
の
怖
さ

現
在
、
日
本
で
は
毎
年
約
４
万
人
の

女
性
が
乳
が
ん
に
か
か
る
と
推
定
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
１
万
人
の
女
性
が
乳
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
に

か
か
る
人
も
亡
く
な
る
人
も
、
働
き
盛

り
の
30
歳
か
ら
60
歳
代
の
人
が
多
い
の

が
特
徴
で
す
。

30
歳
に
な
っ
た
ら
、
毎
月
１
回
、
乳

が
ん
の
自
己
検
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

30
歳
代
の
人
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に

よ
る
乳
が
ん
発
見
率
が
低
い
た
め
、
町

が
実
施
す
る
乳
が
ん
検
診
の
対
象
か
ら

外
れ
て
い
ま
す
が
、
乳
が
ん
は
自
分
で

も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定
期

検
査
を
受
け
て
も
受
け
な
く
て
も
、
月

に
１
回
の
自
己
検
診
を
習
慣
に
し
ま
し

ょ
う
。
月
経
が
終
わ
っ
て
２
〜
３
日
後

く
ら
い
の
、
乳
房
の
張
り
や
痛
み
が
な

く
な
り
や
わ
ら
か
い
状
態
の
時
が
自
己

検
診
に
適
し
て
い
ま
す
。
閉
経
後
の
人

は
、
毎
月
１
日
や
覚
え
や
す
い
日
を
決

め
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

●
視
る

鏡
の
前
で
、
正
面
、
横
、
斜
め
、
上

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
、
ひ
き
つ

れ
、
く
ぼ
み
、
ふ
く
ら
み
が
な
い
か
、

乳
首
に
た
だ
れ
が
な
い
か
な
ど
を
観
察

し
ま
す
。

○
両
腕
を
下
げ
た
状
態
で

○
両
腕
を
上
げ
て

○
腰
に
手
を
当
て
て

●
触
る

姿
勢
①
…
立
っ
た
（
座
っ
た
）
姿
勢

で
。
お
風
呂
の
と
き
な
ど
に
せ
っ
け
ん

の
つ
い
た
手
で
触
る
と
、
滑
ら
か
に
す

べ
る
の
で
、
小
さ
な
し
こ
り
ま
で
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

姿
勢
②
…
右
の
乳
房
は
左
手
で
、
左

の
乳
房
は
右
手
で
触
り
ま
す
。
３
〜
４

本
の
指
を
そ
ろ
え
て
伸
ば
し
、
指
の
腹

を
使
っ
て
軽
く
圧
迫
し
な
が
ら
な
で
ま

す
。
わ
き
の
下
に
も
し
こ
り
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

●
し
ぼ
る

お
乳
を
し
ぼ
る
要
領
で
乳
首
を
つ
ま

ん
で
血
液
あ
る
い
は
黄
色
い
分
泌
物
が

出
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。

異
常
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず

し
も
「
乳
が
ん
」
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

No.554

かぼちゃを使ったやさしい甘味の簡単ゼリーで

す。夏休みのおやつに、お子さんといっしょに作っ

てみませんか。

《材　料》　流し型１個分

《作り方》

①かぼちゃはラップで包み、電子レンジに５分くら

い（柔らかくなるまで）かける。皮を取り、スプ

ーンでつぶす。

②水に粉かんてんを振り入れて煮溶かし、よく沸騰

してから砂糖を加えて、牛乳も加え混ぜる。

③①と②をよく混ぜ合わせて、水でぬらした型に流

し入れ、冷やし固める。

粉かんてん　　　　４ｇ

水　　　　　 200cc

砂糖 大さじ４

牛乳 300cc

かぼちゃ　 400ｇ

かぼちゃミルクゼリー

異
常
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
専
門
医
（
外

科
医
）
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

40
歳
に
な
っ
た
ら
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に

よ
る
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

40
〜
50
歳
の
乳
が
ん
発
生
率
は
、
20
年
前

と
比
べ
る
と
約
２
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乳
が
ん
は
40
〜
50
歳
代
の
女
性
に
お

け
る
が
ん
死
亡
率
の
23
％
を
占
め
て
お
り
、

最
も
多
い
が
ん
死
亡
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

〜
子
宮
頚
が
ん
〜

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
子
宮
頚
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

子
宮
頚
が
ん
の
発
生
率
は
、
20
年
前
に
比

べ
る
と
50
歳
代
の
中
高
年
層
が
減
少
し
て
い

る
の
に
対
し
、
20
〜
24
歳
で
は
約
２
倍
に
、

今月のシリーズ「認知症を知る」はおやすみします。

25
〜
29
歳
で
は
３
〜
４
倍
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

町
で
は
、
８
月
１
日
か
ら
委
託
し
て
い

る
医
療
機
関
に
お
い
て
子
宮
頚
が
ん
検
診

（
20
歳
以
上
）
、
乳
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
）

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み

が
ま
だ
の
人
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
実
施
期
間
　
平
成
20
年
１
月
31
日
ま
で
）

※
検
診
は
ど
ち
ら
と
も
２
年
に
１
回
の
受

診
間
隔
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
子
宮
体
部
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
任
意
の
検
診
と
な
り
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

〜
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
〜

■
問
合
せ
お
よ
び
申
込
み
先

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー

Tel
（
５
６
）
７
１
４
１
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 147

生
徒
の
自
主
性
が
輝
く
！
「
熊
南
祭
」

[
F
rien
d
sh
ip

〜
か
け
ぬ
け
て
青
春]

熊
毛
南
高
等
学
校

本
校
は
、
平
成
10
年
に
創
立
１

０
０
周
年
を
迎
え
た
歴
史
と
伝
統

あ
る
学
校
で
す
。
創
立
以
来
、

本
・
分
校
合
わ
せ
て
の
卒
業
生
総

数
は
２
万
余
名
を
数
え
、
地
元
は

も
と
よ
り
全
国
各
地
・
各
界
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
校
は
学
年
定
員
１
２

０
名
で
全
校
10
学
級
と
こ
ぢ
ん
ま

り
と
し
て
お
り
、
地
域
に
密
着
し

た
学
校
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本
校
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
「
熊

南
祭
」
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
生

徒
の
姿
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

熊
南
祭
は
、
本
校
生
徒
の
自
主

性
が
輝
く
文
化
祭
で
、
９
月
１
、

２
日
の
２
日
間
行
い
ま
す
。
今
年

は
「F

rie
n
d
sh
ip

〜
か
け
ぬ
け

て
青
春
」
を
テ
ー
マ
に
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
熊
南
祭
成
功
の
た
め

に
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま

す
。文

化
部
が
日
ご
ろ
の
活
動
成
果

を
発
表
し
た
り
、
ク
ラ
ス
ご
と
に

企
画
に
取
り
組
ん
だ
り
、
見
て
聴

い
て
感
じ
て
楽
し
め
る
も
の
を
創

り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
地
域

の
多
く
の
方
々
に
見
に
来
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
生
徒

の
輝
い
て
い
る
姿
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

８月…20日月、27日月、31日（金／月末整理日）
９月…３日月、10日月

《一般書》

《児童書》

夜明けの街で

東野圭吾　著

影絵の騎士

大沢在昌　著

青年のための読書クラブ

桜庭一樹　著

捨てる神より拾う鬼

佐藤雅美　著

うみのポストくん

村上康成　絵　

おばけでんしゃ

西村繁雄　絵

森のこずえちゃん

松居スーザン　作

シップ船長とうみぼうず

かどのえいこ さく

緑の模様画

高楼方子　著

子どもに昔話を！

石井正己　編

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり 『不都合な真実』
ＥＣＯ入門編　地球温暖化の危機

アル・ゴア 著

地球の明日のために「できること

から始めよう！」世界中で起きてい

る異変を写真や図表で紹介し、温暖

化対策を提言す

る。地球温暖化

の真実を世界に

しらしめた「不

都合な真実」を、

より軽く読みや

すくしたコンパ

クト版。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

●日　時 平成19年9月1日（土） 9:30～12:00 一般公開（体育館のみ）
9月2日（日） 9:00～15:30 一般公開（模擬店などあり）

●会　場 山口県立熊毛南高等学校　体育館・中庭・各教室

●内　容 各クラスによる展示・発表・ビデオ上映・模擬店・文化部発表・バンド演

奏（有志による）
■問合せ 山口県立熊毛南高等学校

Tel（５６）３０１７　ＦＡＸ（５６）２９２６
ＨＰ　　http://www.yunan-h.ysn21.jp/

【 熊 南 祭 の ご 案 内 】

△昨年度の巨大壁画

△華道部の作品展示
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山口県消費生活センター　電話山口県消費生活センター　電話 083(924)0999 083(924)0999山口県消費生活センター　電話 083(924)0999

正しい知識で正しい知識で 安心な消費生活安心な消費生活正しい知識で正しい知識で 安心な消費生活安心な消費生活
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ひとりで悩まないで、まず相談を！！
防犯、交通に関する困りごと、ストーカー、家庭内の

暴力や子どもの非行など身近な問題、不安をどこに相談

してよいのかわからないときは、ひとりで悩まずに、警

察へ相談をしましょう。

【交通安全標語】

９月11日は「警察相談の日」

危ないよ　わたれるつもりの　その横断 （平成19年「交通安全年間スローガン」）

携帯電話で無料ダウンロードできるというサイトへアクセス

し、何らかの項目をクリックしたところ、いきなり「会員登録

完了」と表示されて、会費３万円を払うように請求されました。

支払わなければならないのでしょうか？

契約が有効に成立している状況とは考えられませんので、支

払う必要はありません。焦ってこちらから相手に連絡しないよ

うにしましょう。

携帯電話でサイトを利用していて、何らかの項目をクリックする

と、突然、会員登録完了画面とともに料金を請求されるといった相

談が寄せられています。

電子商取引では、事業者側が消費者の意志を確認するための画面

を設定することとされています。契約意思の確認画面も無く、突然、

会員登録料金を請求されたのであれば、契約が成立しているとは言

えないため、料金を支払う必要はありません。

また、不審なメールなどからアクセスした場合は、画面にあなた

のメールアドレスや携帯電話番号が表示され、あたかも個人情報を

入手したかのように表示がされる場合もありますが、これらの情報

から個人の住所や名前が特定されることはありません。あわてて事

業者へ連絡を取ることは、新たな個人情報を逆に知らせることにな

りますので絶対に避けてください。また、不審なメールに書かれた

サイトへは、不用意にアクセスしないようにしましょう。

◆◇ワンポイント◇◆

携帯電話の無料サイトを利用したら…

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

※このほか、警察では次のような
専門的な各種相談窓口もあります。
◇少年サポートセンター（東部）
Tel０１２０－４８５１５０
◇レディース・サポート１１０
Tel０１２０－３７８３８７
◇サイバー犯罪相談窓口
Tel０８３－９２２－８９８３
◇列車内女性被害相談所
Tel０８３－９７３―７９７０

☆電話で相談は・・・

◎警察総合相談室

Tel＃９１１０（プッシュ回線電話、携帯電話・ＰＨＳ）

Tel０８３（９２３）９１１０（ダイヤル回線電話）

◎平生警察署　警察安全相談係 Tel（５７）０１１０

県警本部の「警察総合相談室」や平生警察署の「警察

安全相談係」では、相談の窓口として専門の相談員を配

置して相談に応じています。

なお、相談者の秘密は固く守られますので安心して相

談できます。
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 われは海の子　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 四季の歌

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

９月11日火 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

９月11日火 ９：00～10：00

●発達クリニック（乳幼児）《要予約（１週間前まで）》

８月23日木 13：00～16：00

●エイズ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

９月11日火 ９：00～10：00，17：00～19：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

８月21日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

９月14日金 10：00～15：00

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【８月】 納期限８月31日

町県民税　　　　　第２期
国民健康保険税　　第２期
介護保険料　　　　第２期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114
（介護保険料）町役場健康福祉課　Tel（56）7115

休日や夜間の医療案内

◎休日夜間在宅当番医

午後６時～10時（下記の場所にて診察）

◎休日診療所

日曜・祝日

午前９時～午後５時

熊南地域休日診療所

〔平生町曽根向井原〕

Tel(56)5353

◎平日夜間在宅当番医

午後７時～10時（受付　午後９時45分まで）

◇事情により変更となる場合がありますので、受診

前に必ず電話で確認してください。

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：９月15日土 午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

連絡先　山口県看護協会柳井支部事務局　
Tel0820（78）0310

「まちの保健室」

小 児 救 急 電 話 相 談
Tel０８３（９２１）２７５５　＃８０００（携帯電話も可）

受付時間　毎日午後７時～10時
内　　容　子どもの急患や疾病に関すること
対　　象　15歳未満の子どもをもたれる保護者
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。（町では、新たな財源確保のため、広報紙
など町保有の資産を広告媒体として有料で提供する広告掲載事業を本年度から実施しています。）

平
成
19
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
、
就
学
義
務
を

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に

対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行

う
も
の
で
、
合
格
者
に
は
高
等
学
校

の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●
試
験
日
時

11
月
５
日
月

●
試
験
場
所

山
口
県
教
育
庁

●
試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

●
願
書
受
付
期
間

８
月
24
日
金
〜
９
月
11
日
火

■
問
合
せ
先

町
教
育
委
員
会

Tel
（
５
６
）
６
０
８
３

山
口
県
職
員
採
用
試
験

●
試
験
区
分

①
中
級
（
小
・
中
学
校
栄
養
士
）
／

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
初
級
（
事
務
、
警
察
事
務
、
土
木
、

小
・
中
学
校
事
務
）
／
昭
和
61
年
４

月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
（
大
卒
お
よ
び
平
成
20
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
）

③
保
健
師
・
助
産
師
④
診
療
放
射
線

技
師
⑤
臨
床
検
査
技
師
⑥
理
学
療
法

士
／
昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

⑦
看
護
師
／
昭
和
53
年
４
月
２
日
〜

昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
①
、
③
〜
⑦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
免
許

を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
で
に
取
得
す
る
見
込
み
の
人

●
受
付
期
限
　
８
月
24
日
金
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
８
月
17
日
金
）

●
第
１
次
試
験
日

９
月
23
日
日

■
問
合
せ
先

山
口
県
人
事
委
員
会

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.yam

ag
u
c
h
i.lg
.j

p
/cm
s/a3

3
0
0
0
/in
d
ex
/

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

●
日
時

９
月
１
日
土
　
受
付
　
午

後
５
時
30
分
（
事
前
の
申
込
は
不
要

で
す
）
講
習
開
始
　
午
後
６
時

●
場
所

平
生
中
央
公
民
館

●
持
参
品

本
籍
地
記
載
の
住
民

票
、
印
章
（
失
効
ま
た
は
再
交
付
の

場
合
）
、
写
真
２
枚
（
４
・
５
セ
ン

消
防
法
で
は
、
一
定
量
以
上
の
危

険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
）
を

取
り
扱
う
施
設
に
は
、
「
危
険
物
取

扱
者
」
を
置
い
て
取
り
扱
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
試
験
種
類

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

※
柳
井
市
に
お
い
て
は
、
「
乙
種
第

４
類
」
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
試
験
日

11
月
18
日
日

●
場
所

県
内
各
地

●
受
験
資
格

甲
種
以
外
は
誰
で
も

受
験
で
き
ま
す

●
受
付
期
間
　
９
月
10
日
月
〜
21
日
金

■
問
合
せ
先

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
　
消
防

本
部
予
防
課

Tel
（
２
３
）
７
７
７
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

火
災
予
防
に
関
す
る
防
火
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

柳
井
市
・
上
関
町
・

平
生
町
・
周
防
大
島
町
に
居
住
の
65

歳
以
上
の
人

●
応
募
方
法

官
製
は
が
き
ま
た
は

消
防
署
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に

標
語
（
１
人
２
点
ま
で
）
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
郵
送
ま
た
は
最
寄
り
の
消
防

署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限

11
月
16
日
金

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
予
防
課

指
導
係
（
〒
７
４
２-

０
０
３
１

柳
井
市
南
町
５
丁
目
４
番
１
号
）

Tel
（
２
３
）
７
７
７
４

防
火
標
語
募
集

一
般
野
菜
出
荷
者
募
集

ひ
ら
お
特
産
品
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一
般
野
菜
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

ひ
ら
お
特
産
品
セ
ン
タ
ー

Tel
（
５
６
）
１
０
９
３

間
伐
に
関
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

間
伐
や
ろ
ー
こ
い
！

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
対
象

自
作
未
発
表
作
品
な

ら
、
ど
な
た
で
も
何
点
で
も
応
募
可

●
応
募
方
法

Ａ
４
判
用
紙
に
図
案

と
愛
称
を
記
入
し
、
作
品
説
明
、
住

所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
電
話
番

号
を
記
入
し
た
も
の
を
添
え
て
郵
送

※
大
賞
１
点
賞
金
３
万
円
な
ど

●
応
募
期
限

８
月
31
日
金

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

岩
国
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
〒
７
４
０-

０

０
１
６
　
岩
国
市
三
笠
町
１
丁
目
１-

１

県
岩
国
農
林
事
務
所
森
林
部
内
）

Tel
０
８
２
７
（
２
９
）
１
５
６
５

◇
海
上
保
安
大
学
校

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
高
卒
ま
た
は
平
成
20
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
受
付
期
間

８
月
30
日
木
〜
９
月

11
日
火

●
第
１
次
試
験
日
（
２
日
間
）

11
月
３
日
土
、
４
日
日

■
問
合
せ
先

徳
山
海
上
保
安
部
　
管
理
課

Tel
０
８
３
４
（
３
１
）
０
１
１
１

海
上
保
安
大
学
校
学
生
募
集
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＜ 以下は広告欄です ＞

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

技
能
向
上
訓
練

◇
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
ワ
ー
ド
初
級
）

●
受
講
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
、

職
場
に
お
け
る
技
能
向
上
を
目
指

し
、
全
日
程
参
加
が
可
能
な
人

●
日
時

９
月
１
、
２
、
８
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
受
講
料

９
０
０
０
円

●
定
員

18
名

●
受
付
期
限

８
月
17
日
金（
必
着
）

◇
第
１
種
電
気
工
事
士（
学
科
対
策
）

●
受
講
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
、

職
場
に
お
け
る
技
能
向
上
を
目
指

し
、電
気
工
事
士
受
験
を
目
指
す
人
。

●
日
時

９
月
３
〜
７
、
10
〜
14
日

午
後
６
時
〜
午
後
９
時

●
受
講
料

１
２
０
０
０
円

●
定
員

20
名

●
受
付
期
限

８
月
20
日
金（
必
着
）

■
実
施
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

Tel
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
祭

◇
前
夜
祭

(

呉
音
楽
隊
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト)

●
日
時

９
月
８
日
土
　
午
後
５
時
〜

●
場
所

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

※
入
場
整
理
券
が
必
要
（
往
復
は
が

き
に
２
名
ま
で
の
希
望
数
を
記
入
、

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
係
あ
て
）

◇
岩
国
航
空
基
地
祭

●
日
時

９
月
９
日
日
　
午
前
９
時
〜

●
場
所

海
自
岩
国
航
空
基
地

●
内
容

体
験
搭
乗(

要
搭
乗
券)

、

航
空
機
展
示
、フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
な
ど

※
体
験
搭
乗
は
中
学
生
以
上
（
保
護

者
同
乗
で
小
学
生
ま
で
可
）
。
往
復

は
が
き
に
２
名
ま
で
の
希
望
数
・
希

望
機
種(

飛
行
艇
ま
た
は
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー)

を
記
入
、
体
験
搭
乗
係
あ
て

●
応
募
締
切
（
共
通
）
８
月
20
日
月

子
ど
も
の
人
権
相
談

「
い
じ
め
」
な
ど
子
ど
も
の
人
権

問
題
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◇
子
ど
も
の
人
権
相
談
所

●
対
象
　
熊
毛
郡
・
周
南
市
・
下
松

市
・
光
市
に
居
住
ま
た
は
通
学
す
る

小
中
学
生
・
高
校
生
お
よ
び
保
護
者

●
日
時
　
８
月
20
日
月
〜
８
月
24
日

金

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
山
口
地
方
法
務
局
周
南
支

局（
周
南
市
周
陽
２
丁
目
８
番
33
号
）

●
相
談
員

周
南
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
、
子
ど
も
の
人
権
部
会
委
員
、

山
口
地
方
法
務
局
周
南
支
局
職
員

※
直
接
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
、
電

話
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す

Tel
０
８
３
４
（
２
８
）
０
２
４
４

■
主
催

山
口
地
方
法
務
局
周
南
支
局

周
南
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

◇
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

●
日
時
　
９
月
17
日
月
〜
９
月
23
日

日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

●
相
談
電
話

Tel
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

●
相
談
員

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

（
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
）

■
主
催

第
51
回
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間

（
９
月
）
ス
ロ
ー
ガ
ン

安
全
第
一

家
族
の
願
い

健
康
管
理
は

自
分
の
努
め

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

●
訪
問
相
談
日
（
要
予
約
）

９
月
３
日
月
〜
９
月
30
日
日

●
予
約
受
付
期
限

９
月
14
日
金

●
相
談
内
容
　
財
産
管
理
、
身
上
監

護
を
中
心
に
高
齢
者
、
障
害
者
が
抱

え
る
問
題
全
般

●
問
合
せ
先

社

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
支
部

Tel
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

「
杭
の
日
」
無
料
相
談

●
日
時

９
月
１
日
土
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

●
場
所

ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ

１
Ｆ
ロ
ビ
ー

●
相
談
内
容
　
◇
土
地
　
分
筆
・
合

筆
・
地
目
変
更
・
地
積
更
正
・
境
界

問
題
な
ど
　
◇
建
物
　
新
築
・
増

築
・
滅
失
・
分
割
・
区
分
な
ど

●
相
談
員

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

■
問
合
せ
先

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

Tel
０
８
３
（
９
２
２
）
５
９
７
５

チ
×
３
・
５
セ
ン
チ
／
更
新
中
証
明

書
の
必
要
な
人
は
免
許
証
の
コ
ピ

ー
）
、
免
許
証
、
再
交
付
の
場
合
は

運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
、
近
視
の
人

は
メ
ガ
ネ
な
ど
、
筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

小
型
・
更
新：

７
８
０
０
円
、

失
効：

１
６
１
０
０
円

■
問
合
せ
先

（
財
）
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

中
国
支
部

Tel
０
８
２
（
２
５
４
）
３
４
１
７

◇
お
詫
び
と
訂
正

広
報
７
月
号

６
頁
「
丸
山
海
浜
パ
ー
ク
に
サ
メ

防
護
ネ
ッ
ト
を
設
置
」
に
お
い
て
、

７
月
10
日
土
（
予
定
）
と
記
載
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
７

月
10
日
火
（
予
定
）
の
誤
り
で
す
。

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

必
着（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

〒
７
４
０-

８
５
５
５(

郵
便
番
号
だ

け
で
届
き
ま
す)

岩
国
航
空
基
地
　
広
報
室

Tel
０
８
２
７
（
２
２
）
３
１
８
１

①
ず
っ
と
英
語
で
喋
り
ま
し
ょ
う
！

②
岩
国
の
未
来
を
考
え
る

③
パ
ソ
コ
ン
表
計
算
入
門
講
座
Ⅱ

●
開
講
曜
日
／
時
間
／
定
員

①
火
曜
日
／
午
後
５
時
30
分
〜
７
時

／
16
人
②
水
曜
日
／
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
／
20
人
③
木
曜
日
／
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
／
25
人

●
受
講
資
格

原
則
20
歳
以
上

●
会
場

岩
国
短
期
大
学

●
受
講
料

１
講
座
　
６
０
０
０
円

●
受
付
期
間

８
月
13
日
月
〜
27
日
月

■
問
合
せ
先

岩
国
短
期
大
学

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ーTel

０
８
２
７
（
３
１
）
８
１
４
１

岩
国
短
期
大
学
生
涯
学
習
公
開
講
座

●
講
座
名
（
各
10
回
開
催
）

山
口
地
方
法
務
局

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

山
口
県
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
会
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《８月16日～９月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平生中学校２年　大江享平平生中学校２年　木舩満帆

「ゆたかなまちをつくります」ポスター・標語

標語最優秀作品ポスター最優秀作品

育てよう

花と緑と　思いやり

笑顔あふれる　平生町


